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能で考えるこれからの外国人材
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日本語学校・専門学校・大学と人材活用

 １．留学生と特定技能
 ①分野別のグループ分け→技能実習移行・技人国・特殊・
 ２．日本の留学生政策
 ①日本語学校
 ②留学生国別
 ③傾向と今後
 ３．コロナ後の影響（まとめ）
 ４．これからの外国人材獲得は
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「試験ルート」・「技能実習ルート」特定技能１号在留外国人数　法務省資料より鮫島作成



試験ルート・技能実習ルート別　特定技能１号在留外国人数　法務省資料より鮫島集計作成



　　　　資格取得ルート別からの分類



　　　　　　国籍・地域別割合2020年6月末日速報値　法務省資料抜粋



日本国内試験による留学生の選択進路と海外比較
①2019年4月～2020年3月までの数字は、各試験実施団体、省庁の試験実施法務省掲載資料「試験実施状況報告書」を基に作成。
②2020年5月～2020年8月は、厚生労働省、宿泊業技能試験センター、外国人食品産業技能評価機構webより作成。
③出入国管理庁掲載「特定技能1号在留外国人数」webより・



留学生の進路と特定技能



日本の留学生政策の概要　JASSO資料



日本語学校の留学生数の推移　資料：日本語教育振興協会









国、地域別の日本語学校卒業者進路



日本語学校からの進学先と特定技能での就職可能性
 中国　大学院２２．８％、大学３９．８％、短大０．７％　合計６３．３％

　　　　専門学校36％　

ベトナム大学院、0.5％、大学16.5％　短大1.7％　合計１８．７％

　　　　専門学校80％　

ネパール　大学院０．５％、大学１１．６％、短大１％　合計１３．１％　

　　　　専門学校85.6％　

スリランカ　大学院１％、大学８％、短大１．５％　合計１０．５％

　　　　専門学校８９％　

ミヤンマー　大学院０．7％　大学14.9％　短大2.9％　合計２１．２％

　　　　専門学校78％

全国　３０００校以上　年間約３０万人卒業　位置づけ準学校法人　



①中国人学生の入管申請書類が簡素化した。
②ベトナムは、申請者数が減少したが、依然として交付率が高い
。

③ネパール、スリランカ、バングラディッシュ、ミヤンマーは
2018年ころから厳しくなり、コロナ禍の2020年10月生も厳し
い状況は同じ。

④韓国、台湾はワーキングホリデービザでの来日で留学生は減少
のまま。

⑤韓国、台湾は宿泊、外食で特定技能取得の傾向。



　　　　　　コロナの前と現在の留学生
１．特定技能設置決定の2018年ころから、ネパール、スリランカ、バングラディッシュ、ミヤンマー「留学」の在留 

      資格の不交付が顕著になり始めている。＊「偽装留学生、出稼ぎ留学」、「渡り」問題・・・。

２．ネパール、スリランカ等に頼ってきた日本語学校で、かつ地方都市の日本語学校が危機的状況。　
　　日本語学校4月生入国率10％未満。16,000人未入国。2020年10月生の在留資格交付状況は、１、を継続。4月生と同じく変化

　　なし。

　　→2021年4月に在学生の日本への帰国、新規学生（2020年4月生～10月生）の入国が無ければ、日本語学校の在籍者は0人。

　　→留学生の送り出しのエージェントは、かつての中国のように、消滅していくか、または中国向け、韓国向けの留学生募集に　

　　　なっていく可能性は大きい。2015年くらいより中国のエージェントは、ベトナムで生き残りを図り日本、韓国へ留学生を進出　

　　　し始めた）

　＊中国は東京、首都圏への人気が高い。日本＝東京。更に大学、大学院進学のための日本語以外の科目（総合日本語、数学、二次　

　　試験対策等）の勉強環境（予備校）が豊である。裕福層の学生が集中。

３．コロナ前の1、の状況を見て、学生募集の転換を行ってこなかった日本語学校

　→2021年度（2020年度学生が入国）入学生の日本語学校卒業は2023年4月からのネパール等の学生が激減。地方専

　　門学校、大学経営への影響と卒業後の企業（特に地方）の人材獲得が困難。

　　コロナに関係なく、技人国・特定技能分野での人材獲得は地方中小企業にとっては、痛手。

　　



３．コロナ後
留学生

１．2020年後半　留学生の内定率激減（ホテル・観光）→就職浪人（特定活動で求職）→優秀な留学生獲得の　　　　

　チャンス

　

２．２０２３年からの地方専門学校、大学への留学生激減→留学生獲得と地元企業への影響。ビジネス系の学科　　

　　コースの衰退と情報処理やIT系学科は現状維持。（但しワード、エクセルができるだけでのレベルの学生や学科は淘汰）

　　→ネパール、ベトナム、ミヤンマーの留学生仲介会社の消滅による日本への留学生は激減

　　→地方日本語学校の倒産による専門学校の経営困難。大学、短大は別科の活用による留学生の獲得を積極的に進める必要がある。

３．ベトナム等コロナ禍克服の国の勢いの度合いでは、GDPが急成長し、日本への留学に大きな魅力を感　

　　じなくなる可能性がある。

４．地方企業は、技人国で海外の大学などで直接採用する方向へ　

 →しかしN1取得者は、現実的には中国以外でN1以上の大学生は少ない。また中国と日本の経済バランスが接近していることを考える
と、地方の日本語系学科へのアプローチがある（インドなどの大学は「日本学」）

 →ベトナム等は、現地日系企業への就職を目指している学生が多い（日本語学科は特に女性が多いことも関係）。

 →日本での生活習慣、ビジネスマナー等の指導と慣れるまでが手間暇かかる。



コロナ後とコロナが無くてもの推測

特定技能・技能実習生

①すみ分け　経済的、日本語力等でハードルの高い順に→留学→特定技能→技能実習となる可能性
。

②ベトナム、ネパール、ミヤンマー等は、留学希望減少による特定技能、技能実習生へ加速。

③中国のエージェントの動向

　介護関係も中国の老齢化急速で人材不足。中国の実習生派遣会社のミヤンマー進出。ミヤンマー　
　　　　　　　等の実習生送り出しの狙いは→ミヤンマー→日本→中国か？



これからの外国人材獲得は
１．日本語学校、大学のリセットがなければ、高度人材（技人国）での人材確保は難
　

　　しくなる。

２．地方日本語学校、専門学校、大学と企業の提携

　例・・・看護師・介護福祉士

３．海外大学との提携によるインターシップ

　海外共同募集　編入　インセンティブ　　キャリアパス　メンター　奨学金　　　

「日本式」就職方法　
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